
生活環境の保全に関する環境基準（河川）
　　　　　　項目
 類型

水素イオン濃度
（ｐＨ）

生物化学的酸素
要求量（ＢＯＤ）

浮遊物質量
（ＳＳ）

ＡＡ
６．５以上
８．５以下

１mg／Ｌ　以下 ２５mg／Ｌ　以下

Ａ
６．５以上
８．５以下

２mg／Ｌ　以下 ２５mg／Ｌ　以下

Ｂ
６．５以上
８．５以下

３mg／Ｌ　以下 ２５mg／Ｌ　以下

Ｃ
６．５以上
８．５以下

５mg／Ｌ　以下 ５０mg／Ｌ　以下

【参考】　河川環境基準　（熊本県環境保全関係基準集より抜粋）

対象水域

菊池川上流（木庭橋より上流）

菊池川下流、迫間川、合志川

行末川

境川

※　対象水域に定められた上記河川以外の河川については、特に数値等の定めがないことから、類似河川の環境基準を準用して活用。



◆用語の解説 

 

環境基準 

人の健康の保護及び生活環境の保全のために維持されることが望ましい基準とし

て決められた目標値です。人の健康の保護に関しては全国共通の基準値ですが、生

活環境の保全に関しては地域ごとに基準値が定められています。 

 

類型 

環境基本法に川の水質に関する基準値が定められており、河川水の利用目的に

応じて、達成すべき値や維持していくための目標値があります。生活環境項目の環

境基準は、全国一律の値ではなく、類型別に基準値が定められています。河川等の

状況や利用状況を考慮して、地域ごとに類型指定されています。 

 

pH（水素イオン濃度） 

水溶液中の水素イオン（H+）の濃度を表す数値で、酸性、中性、またはアルカリ性

のどちらに傾いているかを判断するための尺度です。pH 値は、0 から 14 までの範囲

で表され、7 が中性、7 より小さい値は酸性、7 より大きい値はアルカリ性となります。 

 

BOD（生物化学的酸素要求量） 

Biochemical Oxygen Demand の略称で、河川水中の有機物が微生物によって分解

される際に消費される酸素の量をいいます。値が大きいほど、水中の有機物が多い

ことを意味し、水質が悪いと判断されます。 

 

SS（浮遊物質量） 

Suspended Solids の略称で、水中に浮遊する粒径 2mm 以下の水に溶けない懸濁

性の物質をいいます。水の濁りの原因となるもので魚類のエラをふさいでへい死させたり、

日光の透過を妨げることによって水生植物の光合成作用を妨害するなどの有害作用があり、

また、有機性浮遊物質の場合は河床に堆積して腐敗するため、底質を悪化させます。 


